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館長サナギの見習い日記

附属図書館長 朝　　尾　　直　　弘

　はからずも、この4月から西田龍雄教授退官の

あとをうけ、附属図書館長の職をけがすはめにお

ちいりました。

　大学図書館の仕事については、その重要性は認

識しているものの、日常の具体的な業務はなにひ

とつ知らないのが現状で、目下のところ毎日のス

ケジュールの消化をとおして見習い中というのが

実情です。以下、それらのうちの二、三について

多少の感想をまじえながら報告いたします。素人

くさくてどうかと思いましたが、多くの方も同様

ではないかと、あえて書いてみました。

1）土曜日開館問題

　就任早々ぶつかったのは、国家公務員の完全週

休2日制実施への対応でした。この問題に対する

各部局のご意向はすでに昨年暮れの商議会で明ら

かにされており、私も商議員の一人として承知し

ておりましたが、そのときは実施は九月からと予

想されていました。国際的な労働時間短縮の趨勢

に立ち遅れないため、政府が異例の五月繰り上げ

実施を号令して、あわただしく対応策を講じるこ

とになった事情はご存じのとおりです。

　京都大学の蔵書数は現在500万冊を超え、年間

の入館者数は2年前の統計で64万人以上に及んで

います。しかし、数字は大きいがそれに見合うだ

けの内実のあるサービスがなされているかという

と、疑問も多いのです。世界の第一線で研究にし

のぎを削っている研究者や、その後をつぐべき学

生の要求にこたえ、それらをささえ押し上げてい

くのが一流の大学図書館の任務であると思います

が、現状はそれにほど遠い部分をかかえています。

そのひとつが開館時問の問題です。

　欧米の名の知れた大学図書館は24時間開館も珍

しくなく、午後10時までの開館はふつうといって

もよいでしょう。それでかれらは週休2日の休み

はちゃんととって、ゆうゆうと仕事をしています。

社会全体がそういうシステムで動いているから可

能なのですが、民間の時短不足を公務員の時短で

埋め合わせようという国では、システムがきしみ

を起こし、なかなか機能しないのが泣き所です。

公務員は土日出勤してはならないときめてくださ

ったのは有難いことですが、近年、民間研究所に

対する大学の地位低下がしきりに指摘される折か

ら、ほうっておくと土日を休業する国立大学の地

位は、いよいよ下落するおそれなし，としません。

そのうち風向きが変わって、大学は休んでばかり

いるから研究能力が落ちるのだ、などといわれな

いよう、せめて、いま提供しているサービスの程

度を落とさないくらいは心がけるべきでしょう。

　附属図書館は、各部局図書館と中央図書館とで

構成されています。両者の連携がうまくとれ、円

滑に動いていてこそ、総合大学の持味が発揮でき

るものと思います。上記の蔵書冊数も、中央だけ
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ですと75万冊にしかならず、もてる力を全面的に

発揮するにはいたらないかもしれません。そうは

いっても、各部局が予算や人、その他多くの問題

をかかえ、部局の図書館を開館する余裕がないと

すれば、大学としては、相当の無理をしてでも中

央図書館を開館する必要があります。商議会の議

論もその方向を向いていました。さいわい、総長

をはじめ大学当局のご理解を得ることができ、五

月第2土曜から、土曜開館を実施しています。い

ろいろな制約があって、不便をおかけしています

が、いまのところ平均1000～1200人の入館者があ

り、関係者はみな「開けてよかった」と一様に安

堵しています。外から観れば、「なんだこれぽっ

ち」と思われるかも知れませんが、突発的な繰り

上げ実施で苦労し、献身的に働いている人たちの

いることを、ときどき思い出してくださると幸い

です。

　先日、国立大学図書館協議会の理事会があり、

全国の大学がそれぞれ苦心しておられる状況をつ

ぶさに知ることができました。関係当局の対応も

進んできており、安定した土曜開館ができるのも

遠くないことと思われます。まず、それが確保さ

れたうえで、文字どおり世界のなかの京都大学に

ふさわしい、さらに踏みこんだサービスができる

よう努力したいと思っています。

2）学内L　A　Nの基盤整備

　文学部出身の私には、コンピュータはブラック

ボックスのようなもので、いまだに理解を超越し

ていますが、便利な結果だけは頂戴したいという

のが正直な気分です。

　館長になって気が付いたのは、図書館のコンピ

ュータ利用がいちじるしく理工系に偏って発達し

ていることです。あるいは理工系のなかでも一部

に偏っているのかどうか、その辺りはまだよくわ

かりません。これは京大に限らず、日本全体がそ

ういう状況にあるといえそうです。人文系や社会

系でも、ごく一部にはひどく進んだところがある

のかも知れません。

　この中央図書館において、理工系のある分野で

は、コンピュータを通じて海外の最新の雑誌や速

報の情報を即座に得ることができます。一刻一秒

を争う発見や発明の競争にとって、それはたしか

に欠くことのできない道具になっています。しか

し、それほど急がない人文系でも利用の範囲は広

いように思えます。海外の古典的文献や最新の研

究で日本では入手不可能なもの、入手困難なもの

は沢山あり、ある種の分野では、そのために博士

課程の教育研究に支障をきたしているところも、

すくなからずあります。これをコンピュータの画

面に引き出すことができれば、どんなに便利なこ

とでしょう。

　京大には、K　U　l　N　Sという国内随一の学内L

A　Nがあって、国際的な情報ネットワークの一環

に結ばれ、いわば受け入れの場はできています。

しかし、それを活用するシステムの基盤整備は、

人文系に関してはひどく遅れているのが実情のよ

うです。ことはそれほど単純ではありませんが、

人文・自然を問わず、学術情報利用の観点から、

今後なんとかしたい問題ではあります。

　この問題には、まだ乗り越えなければならない

課題に、著作権問題があります。これが解決しな

いと、理工系の利用も現在の制限されたままでい

るしかありません。企業などとは異なって大学に

おける著作の利用をどのように位置付けるか、目

下、関係者の協議がつづいています。附属図書館

はそれに積極的に意見を述べる立場にたっていま

す。社会において大学のはたすべき役割と地位が、

そういった視角からも問われているということが

できます。

3）保存図書館

　国立大学図書館協議会では、保存図書館（Depo

sit　Library）を地域ごとに新設するよう要望をだ

しています。図書は年々増加する宿命にあります。

自然科学の雑誌などのように、古くなったら廃棄

できるものはともかく、人文・社会科学を中心と

する分野では、図書の学術的生命が長く、資料と

しての価値も高いものが多いのです。10年に1度

しか利用されない本でも図書館は提供する義務が

あります。かといって、書庫をあふれるままにし

ておくことはできません。保存図書館は比較的利

用頻度の低い図書を格納しておき、請求のあった

ときに貸出すものです。
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　なんでも欧米を持ち出したくはありませんが、

私は博物館を作るとき図書館もかなり観て回りま

した。とくに、アメリカの主要な大学では、学生

図書館のほかに保存図書館と稀翻本・写本図書館

（RareBookand　ManuscriptLibrary）をあわせ

もち、統合運用がなされていたことが印象に残っ

ています。本学の場合、貴重本の書庫はよく整備

されていて、古文書・古記録をふくめ稀親本の保

存環境は良好に保たれています。ただ、私の専門

分野に近いので少し余計なことをいえば、ハード

はよいがソフトはまだまだ。虫食いや湿気の入っ

た貴重本を修理して利用できるようにするための

費用はわずかで、恒常的には保証されていないの

です。また、東大のように大震災を被らなかった

おかげで、普通の図書館なら貴重書に分類されて

いるような図書が書棚に並んでいます。これもか

ねて気懸かりなことのひとつですので、この機会

に付け加えておきます。

　それはともかく、保存図書館が仮に近畿地区の

大学共同利用としてでもできれば、附属図書館の

運営はずいぶん楽になるのではないでしょうか。

そのためには、多分、学内の図書利用の条件を整

える必要があるでしょう。500万冊のなかには重

複しているものもありましょうし、それらを整理

しても不自由しないだけのシステムを実現してお

かなければなりません。いまの部局図書館と中央

図書館の関係は100年前に原型ができたもので、

伝統として十分成熟した実績をもっています。こ

れを生かしながら、さらに進んで、こんにちの学

術の要求に適合しているかどうか、ハードとソフ

トの両面にわたって検討を加えるべき時期にきて

いると思われます。

　あまり熱心ではなかった利用者が館長業に足を

つっこんで二ヶ月、まだ館長にはなりきらないサ

ナギが寝言をいっているような文章になりました。

ご批判をお待ちしています。

資料紹介鉾解解解解解解解寧解島聡鞠聡聡聡聡聡聡聡聡讐爵聡聡聡聡鞠勾聡聡聡ワ凸㌘

新しいCD－ROMがはいりました

　静脩Vo1．27，no．2でもお知らせ致しました様に

附属図書館ではCD－ROMによる情報検索サービ

スをおこなっております。1990年当初日本語系5

種、外国語系2種でスタートしたCD－ROMソフ

トも、現在は日本語系5種、外国語系6種に増加

しております。内容は下記の通りです。

　附属図書館所蔵CD－ROMソフトー覧
く日本語系＞

＊AURORA　on　CD－ROM：青山学院大学蔵書目録

＊CD－HIASK：朝日新聞全文記事情報

＊学術雑誌総合目録CD－ROM版

＊国文学研究資料館蔵マイクロ資料目録

＊電子広辞苑

く外国語系＞

＊Books　in　Print　Plus（図書の出版情報）

＊Ulrich’s　Plus（逐次刊行物の出版i青報）

①BostonSpaConferencesonCD－ROM

②BostonSpaSerials・nCD－ROM

③BibliographieNationaleFrangaisedepuis1975

　sur　CD－ROM

④DeutscheBibliogral）hieonCD－ROM：DB－CD

　aktuell：1986ff、Series　A，B，C，H　and　N

　上記①一④が、新たに受け入れされたCD－ROM

です。①、②についてはBritish　Library、③は

BibliothequeNationale、④はDeutscheBibhothek

の編纂による目録情報が収録されています。それ

ぞれイギリス、フランス、ドイッの国立図書館で

あり、例えて言えば日本における国立国会図書館

の蔵書目録ということになるでしょう。

　その内容について以下に簡単にご紹介致します。

①BostonSpaConferencesonCD－ROM
　BL（BritishLibrary）のDSC（DocumentSupply

Centre）部門が所蔵する英国及び各国で開催さ

れた学会、国際会議等の会議録の書誌データ。デ

ータ件数300，000件。データ更新頻度は年4回。

年間増加件数20，000件。検索項目としては、会議

名、キーワード、開催日、開催地、スポンサー、

会議のシリーズ名、出版者、出版地等14項目。

②BostonSpaSerialsonCD－ROM

　BLのDSC部門及び英国の他の図書館（Camb一
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